
金

綱

集

の

検

討

「真

言
宗
見
聞
」

(
本

・
別
両
巻
)

に

つ
い
て

中

條

曉

秀

一

は
じ

め
に

金
綱
集

(古
来
十
巻
本
.
現
行
の

『宗
全
』
は
十
四
巻
本
)
は
、

身
延
二

祖
日
向

(
一
二
五
三

=
三二

四
)
が
日
蓮
晩
年
の
身
延
山

で

の
講

義

を
、
た
と
え
ば

「浄
土
宗
見
聞
」
・
「真
言
宗
見
聞
」
な
ど
と
諸
宗
に
配

し
て
記
述

し
た
も
の
で
、
古
来
か
ら
身
延
門
流
の
秘
書
と
し
て
重
ん
ぜ

ら
れ
た
有
名
な
も
の
で
、
現
存

の
写
本
は
身
延
三
世
日
進

・
四
世
日
善

等
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
、
日
蓮
直
弟

の
著
作
と
し
て
は
最
も
大
部
の
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
故
に
金
綱
集
が
編
ま
れ
た
か
は

一
切
不
明
で

あ
る
。
た
だ
日
蓮
が
再
三
に
わ
た

っ
て

『
二
代
五
時
図
』
・
『
一
代
五
時

鶏
図
』
等
を
図
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
恐
ら
く
金
綱
集
述
作

の
縁
由
は
、
『
日
蓮
宗
事
典
』
(六
五

六
六
頁
)
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、

『
一
代
五
時
図
』
(定
遺
二
二
九
九

二
三
〇

三
頁
)
等
に
基
づ
く
釈
尊

一

代

の
教
説

の
位
置
づ
け
と
、
各
経
典
を
依
経
と
す
る
各
宗

の
位
置
づ
け

を
継
承
す
る
こ
と
に
あ

っ
て
、
そ
れ
を
さ
ら
に
綿
密
に
し
て
、
諸
宗

の

主
張
を
明
瞭
に
す
る
こ
と
が
、
そ
の
主
張
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
『
三
代
五
時
図
』
等
が

「華
厳

・
阿
含

・
方

等

・
般

若
.

法
華
浬
藥
」
の
五
時
教
判
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
各
宗
の
配

当
を
図
示
す
る
の
に
対
し
、
金
綱
集
は
各
宗
を
柱
と
し
て
、
そ
の
宗
の

依
経

・
依
論

・
祖
師

・
三
国
相
伝
な
ど
に
つ
い
て
詳
述
し
、
そ
の
特
徴

的
教
義
を
掲
げ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
金
綱
集

は
各
宗

の
破
折
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
諸
宗
の
主
張
の
紹
介
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
諸
宗

の
破
立

の
素
材
と
し
て
金
綱

集
が
編
ま
れ
た
も
の
と
解
す
ぺ
き

で
あ
ろ
う
。

次
に
、
金
綱
集
に
は
日
蓮
遺
文
と
共
通
す
る
文
が
か
な
り
散
見
さ
れ

る
。
た
と
え
ば

『
法
華
真
言
勝
劣
事
』
・
『真
言

見
聞
』

は
金

綱

集

の

「真
言
宗
見
聞
」
と
、
『
本
門
戒
体
抄
』
は
金
綱
集
の

「小
乗
三

宗

見

聞
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
全
面
的
に
共
通
す
る
。
し
か
も
、

こ
れ
ら
三
遺
文

は
日
蓮
の
撰
で
は
な
く
、
金
綱
集
を
底
本
と
し
て
作
成
さ
れ
た
遺
文
で

あ
る
。
そ

の
他
、
類
似
乃
至
部
分
共
通
の
も
の
は
数
多
く
存
す
る
。

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
八
巻
第

三
號

平
成
元
年
十
二
月
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金
綱
集
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條
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加
え
て
、
日
蓮
滅
後
の
上
代
に
は
金
綱
集
と
基
盤
を
共
通
す
る
典
籍

が
か
な
り
あ
る
。
中
山
法
華
経
寺
三
世
日
祐

の

『問
答
肝
要
抄
』
に
つ

い
て
い
え
ぽ
、
十
帖
の
中
三
帖
存

の

「法
相
宗
帖
」
は
金
綱
集
第
八
の

「
法
相
宗
見
聞
」
と
、
「
三
論
宗
帖
」
は
第
九
の

「
三
論
宗
見
聞
」
と
、

「
雑
帖
」

は
第
十
の

「法
華
経
之
事
」
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
共
通
乃
至
類

ス
ル

ヘ

ノ

似
の
文
が
あ
る
。
特

に

「雑

帖
」

の

〈注
ご進

甲
州
-法
門
不
審
事
〉

(宗
全
三
1
三
七
四

三
七
五
頁
)
は
、
日
祐

(
=

三九
八

三
三
七
四
)
が

身
延
三
世
日
進

(
=
三五
九

三
三
三
〇
)

へ
法
門

の
質
問
事
項
を
箇
条

書
と
し
た
も
の
で
、
金
綱
集

の
条
目
と
共
通
す
る
も
の
が

大

半

で

あ

る
。
か
か
る
事
実
は
、
当
時

の
身
延

・
中
山
両
門
流
の
交
渉
の

一
環
が

窺
え
て
極

め
て
興
味
深
い
。
な
お
、
日
進
と
日
祐
の
年
令
的
な
関
係
か

ら
考
え
て
、
日
祐
は
日
進
に
教
示
を
得
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
剛

「
真
言
宗
見
聞
」

(本

・
別
両
巻
)
の
検
討

金
綱
集

に
は

「
真
言
宗
見
聞
」
と
称
す
る
も
の
が
二
本
あ
る
。
す
な

わ
ち
、

三
本
は
宗
全

一
三
巻
所
収
の
金
綱
集
第
六

「真

言
宗

見

聞
」

(以
下
本
巻
と
称
す
)
で
あ
り
、
他

の

一
本
は
宗
全

三
四
巻
所
収
の
附
録

金
綱
集
第
六

「真
言
宗
見
聞
」
(以
下
別
巻
と
称
す
)
で
あ
る
。
そ

の
内

容
項
目
は
、
本
巻
が
三
十
三
の
項
目

(た
だ
し
五
項
目
は
別
巻
に
は
な
し
)

で
、
別
巻
は
三
十
五
の
項
目

(
た
だ
し
九
項
目
は
本
巻
に
は
な
し
)

か

ら
成

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
台
東
両
密
批
判
の
素
材
を
提
供
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
両
巻
の
内
容
項
目
の
異
同
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
多
少

の
存

没
は
あ
る
も
の
の
大
半
は
同
で
あ
る
。
な
お
、
別
巻
に
つ
い
て

一
言
す

る
。
宗
全
の
編
者
は

「抄
本

ハ
上
総
茂
原
藻
原
寺

ノ
所
蔵

ニ
シ
テ
広
本

ハ
身
延
所
蔵

二
係
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
(五
七
六
頁
)
と
記
し
て
、
抄
本
と
広

本
の
二
本
を
合
し
て
別
巻
と
称
し
て
い
る
。
拙
稿
も
ま
た
こ
れ
に
し
た

が
う
。
と
こ
ろ
で
、
金
綱
集

「真
言
宗
見
聞
」
の
両
巻
を
通
観
す
る
と
、
た

と
え
ば
、
日
蓮
遺
文
も
金
綱
集
も
共
に
空
海
の
十
住
心
論

・
二
教
論

・

秘
蔵
宝
鍮

・
心
経
秘
鍵
な
ど
の
破
折
は
す
る
が
、

日
蓮
遺
文
は
宝
鍮
の

ノ

無
明
辺
域
非
明
分
位

・
望
後
作
戯
論
の
言
を
誘
法
の
中
心
に
据
え
る
の

ノ

に
対
し
、
金
綱
集
は
十
住
心
論

の
十
住
心
の
教
判
が
大
日
経
疏

の
善
無

畏

の
四
句
に
違
背
す
る
点
の
論
証
を
主
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
日
蓮
遺

文
は
積
極
的
に
空
海
の
行
跡
批
判
を
展
開
す
る
が
、

金
綱
集
は
消
極
的

で
あ
る
。
こ
れ
ら
教
理

・
教
判

・
行
跡
等

々
の
批
判
に
つ
い
て
は
機
会

を
改
め
る
と
し
て
、
拙
稿
は
㈲
引
用
経
論
釈

の
問
題
、
㈲
日
蓮
遺
文
と

の
関
連
、

の
二
点
に
つ
い
て
少
し
く
検
討
す
る
も

の
で
あ
る
。

(a)
引
用
経
論
釈
の
問
題
に
つ
い
て

諸
宗
破
立
の
素
材
と
し
て
金
綱
集
が
編
ま
れ
た
と
前
に
述
べ
た
が
、

「
真
言
宗
見
聞
」
の
両
巻
に
は
台
東
両
密
関
係

の
典
籍
が
網
羅
さ
れ
、

彪
大
な
書
冊
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
今
、
そ
の
主
た
る
も
の
を
挙
げ
る

と
、
本
巻
か
ら
は
、
大
日
経
、
浬
繋
経
、
法
華
経
、
無
量
義
経
、
華
厳

経
、

六
波
羅
密
経
、
浄
名
経
、
大
集
経
、
金
剛
頂
経
、
喩
伽
鍮
祇
経
、

威
儀
形
色
経
、
五
秘
密
経
、
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
、

大
乗
密
厳
経
、
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蘇
悉
地
経
、
菩
薩
地
持
経

(地
持
論
)
、大
智
度
論
、
菩
提
心
論
、
法
華

ノ

経
の
観
智
の
儀
軌
、
大
日
経
疏
、
金
剛
頂
経
義
訣
、
金
剛
界
礼
繊
、
法

ノ

華
玄
義
、
法
華
文
句
、
梵
網
経
疏
、
玄
義
釈
籔
、
止
観
弘
決
、
文
句
記
、

開
元
録
、
高
僧
伝
、
続
高
僧
伝
、
宋
高
僧
伝
、
天
竺
別
集

(遵
式
ノ
記
)
、

ノ

都
玄
文
、
秘
蔵
宝
鍮
、
法
華
秀
句
、
守
護
国
界
章
、
大
日
経
指
帰
、
些

々
疑
文

(疑
文
略
抄
)
、授
決
集
、
伝
述

三
心
戒
文
、
菩
提
心
義
、
真
言

宗
教
時
義
、
大
三
界
義
、
仏
法
伝
来
記
、
等
々
の
典
籍
が
、
別
巻
か
ら

ノ

は
こ
れ
ら
の
外
に
新
た
に
加
え
ら
れ
た
海
龍
王
経
、
倶
舎
頒
、
妙
法
蓮

ノ

華
経
憂
波
提
舎
、
法
界
性
論
、
五
字
陀
羅
尼
、
大

日
経
義

釈
、
四
教

義
、
法
華
五
百
問
論
、
法
華
天
台
文
句
輔
正
記
、
玄
賛
要
集
、
般
若
心

ノ

経
秘
鍵
、
弁
顕
密
二
教
論
、
蘇
悉
地
経
疏
、
法
華
論
記
、
舎
利
講
式
、

ノ

ノ

ノ

ノ

教
時
諄
論
、
後
唐
院
記
、
孔
雀
経
音
義
序
、
真
言
小
双
紙
、
等
々
を
引

く
の
で
あ
る
。

ま
ず
(
1
)
引
用
経
論
釈
を
丹
念
に
検
す
る
と
、
現
時
点
両
巻
共
未
検
索

ノ

な
も
の
、
た
と
え
ぽ

『仏
法
伝
来
記
』
、
『
後
唐
院
記
』
な
ど
十
数
点
を

残
す
が
、

ほ
ぼ
正
確
に
記
さ
れ
て
い
る
と
見
て
良
い
。

(2)
日
蓮

は
浬
繋
経
の
依
法
不
依
人
の
遺
誠

に
よ
り
、
論
師
人
師

の
説

よ
り
も
、
経
文
証
拠
を
貴
ぶ
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
、
か
か
る
姿
勢
は

金
綱
集
に
も
貫
か
れ
て
い
る
。
そ
の

一
斑
を
窺
う
も

の

に
、
本

巻

の

〈
天
台
真
言
引
証
事
〉
が
あ
る
。
本
項
は
金
剛
峰
鍮

祇

経
、
解

深

密

経
、
大
悲
経
、

理
趣
経
、
等

々
の
二
十
二
の
典
籍
を
掲

げ

検

討

し
、

「
此
等
之
経
論
ヲ
引
ト
モ
法
華
真
言
ノ
勝
劣
全
所
レ
不
レ
見
也
」
(二
三
八

頁
)
と
の
吟
味
態
度
で
あ
る
。
さ
ら
に
本
巻

〈
菩
提
心
論
事
〉

・
別
巻

〈破
唯
真
言
法
中
即
身
成
仏
菩
提
心
論
事
〉
が

共
に
破
折
を
加
え
る
不

空
訳

・
造
の

『菩
提
心
論
』
に
つ
い
て
見
る
と
、
よ
り
明
瞭
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
日
蓮
が
菩
提
心
論
を
最
も
問
題
と
し
た
と
こ
ろ
は
、
空
海

が
十
住
心
を
立
て
た
の
は
菩
提
心
論
の
勝
義
菩
提
心
を
説

く

段

と
、

『大
日
経
』
住
心
品
と
に
よ

っ
た
こ
と
、
及
び

「唯
真
言
法
中
即
身
成

仏
」
云
云
の

一
句
で
、
日
蓮
は
こ
の
三
句
を
破

す
た
め
に
、
こ
の
論
は

全
く
龍
樹
造
に
非
ず
、
た
と
い
龍
樹
造
で
あ
る
と

し

て

も

『
大
智
度

論
』
の
意
に
背
く
と
説
き
、
ま
た
、
菩
提
心
論
が
龍
樹
造
で
あ
る
と
し

て
も
、

こ
の

一
句
は
訳
者
た
る
不
空
の
曲
会
私
情
よ
り
出
た
も

の
で
あ

る
と
説
く
点
に
あ

っ
た
。
金
綱
集
も
か
か
る
説

を
踏
襲
し
、
結
論
と
し

ハ

キ

モ

て

「
菩
提
心
論
無
レ疑
偽
論
也
」
(二
五
二
項
)
、
「
法
華
経

ノ
竜
女

力
即

身
成
仏

ハ
文
証
現
証
柄
焉
ナ
リ
…
…
唯
真
言
法
中
即
身
成
仏
ト
不
レ
可
レ

テ

ノ

ヲ

書
ト
云
道
理
顕
然
也
…
…
閣
ご法
華
経
現
証
一於

諸
教
中
闘
而
不
書

ト
云

ノ

ヘ
ル
誤
中
誤
也
」
(
五
四
〇
頁
)
と
決
す
る
の
で
あ
る
。

(3)
心
性
蓮
華
に
つ
い
て
語
る
日
蓮
遺
文
は

『
日
女
品

々
供

養
』
(定

遺

三
五

三
五
頁
)
、
『
日
女
御
前
御
返
事
』
(定
遺
三
三
七
六
頁
)
、
『
三
世
諸

仏
総
勘
文
廃
立
』
(定
遺

三
六
九

三
.
三
六
九
二
.

三
六
九
六
頁
)
、『
十
如
是

事
』
、
『
二
念
三
千
法
門
』
、
『
当
体
蓮
華
事
』
、
『
十
八
円
満
抄
』
等

々
で

あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
心
性
蓮
華
説
の
淵
源
は
遠
く
は
善
無
畏
、
近

く
は
円
珍

・
安
然
に
存
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
種

の
事
項
が
日
蓮

に
あ

っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
、
人
界
と
仏
界
と
の
相
即
を

金
綱
集
の
検
討

(中

條
)
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説
く
な
ら
ば
、

三
念
三
千
論
に
よ
る
の
が
日
蓮
の
本
来

の
面
目
で
あ

っ

て
、
か
か
る
論
が
存
在
し
た
と
こ
ろ
で
所
詮
枝
葉
末
節
の
論

で
あ

ろ

う
。
さ
て
、
金
綱
集
は
と
い
う
と
、
両
巻
の

〈
真
言
五
智
四
身
事
〉
の

ニ
ハ

金
胎
両
部

の
同
異
を
説
く
と
こ

ろ

に
、
「
胎
界

普
浄
月
輪
中
有
二
本
尊

ニ
ハ

形
一云
云
、

金
界

帰
命
本
覚
心
法
身
常
住
妙
法
心
蓮

台

云

云
」
(
二
五

六
頁
)
と
あ

っ
て
、
安
然

の
主
張

の
ご
と
く
、
金
剛
界
三
摩
地

の
心
地

を
表
示
す

る
た
め
の
引
文
と
し
て
、
『
蓮
華
三
昧
経
』

の
喝
頒
で

あ

る

ノ

ハ

ノ

『
本
覚
讃
』
が
援
引
さ
れ
、
続
け
て

「
胎
界
意
於
二
自
心

献
湘
八

分

肉

ニ

ノ

ヲ

ノ

ヲ

ノ

ハ

ノ

ニ

団
-観
一一八
葉
蓮
華

-顕
二
本
覚
理
一金
界
意
於
二自
心
献
湘
浄
菩
提
心
-十
六

ニ

ノ

ノ

ヲ

ノ

ヲ

分
薪
鰍
有

レ之
、
依
レ之
観
二月
輪
十
六
分
一証
二
本
覚
理
一也

云

云
…
…
又

ヲ

ニ

ハ

ノ

ナ
ル

セ
テ

ニ

云
、
八
葉
肉
団
観
二白
蓮
華

-者
、
白
色
是
自
性
清

浄
色

故
寄
二
白
色
一

ヲ

ノ

ノ

ハ

ハ

ニ

ク

観
レ
之
、
是
八
葉
肉
団
、
男
向
レ上
女
向
レ下
、
故
且
女
ヲ
ハ
非
法

器

ト

ノ

ヲ

ハ

ニ

ヲ

云
也
、
難
レ然
発
ご
成
仏
心
-時
向
レ上
也
、
是
変
成
男
子

ト
云

也
」
(二

五
六
頁
)
と
、
金
胎
両
部
の
意
味
を
対
比
す
る
中
で
、
い
わ
ゆ
る

八
葉

心
性
蓮
華
説
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

㈲
日
蓮
遺
文
と
の
関
連
に
つ
い
て

金
綱
集

の

「真
言
宗
見
聞
」
(両
巻
)
と
関
連
す
る
日
蓮
遺
文
は
、
ま

ず
、
(
1
)
『法
華
真
言
勝
劣
事
』
と

『
真
言
見
聞
』
の
二
書
は
、
金
綱

集
が
底
本

で
あ
る
か
ら
全
面
同
、
(
2
)曽

っ
て
身
延
山
に
存
し
た

『祈

疇
抄
』
〈
承
久
調
伏
事
〉
(定
遺
六
八
三

六
八
三
頁
)
は
本
巻

〈真

言

祈

疇
事
〉
(
二
七
二

二
七
四
頁
)
・
別

巻

〈
承
久
祈
疇
事
〉
(五
四
六
頁
)
と

同
、
同
じ
く
身
延
曽
存

の

『
聖
密
房
御
書
』
(定
遺
八
二
二

八
二
四
頁
)

ニ

ク

は
別
巻

〈
顕
密
事
〉
の

「御
勘
文
云
」
(五
四
二
頁
)
以
下
の
文
と
同
、

ま
た
、
五
大
部
に
数
え
ら
れ
る
撰
時

・
報
恩
の
両
抄
と
行
学
日
朝

の
写

本
の

『
真
言
七
重
勝
劣
』
は
、
短
文
の
数
項
及
び
図
が
同
、
(
3
)
後
述

す
る
が
図
録
の

『
日
本
真
言
宗
事
』
は
六
典
籍

の
引

文

が

同
、
そ

し

て
、
真
偽
に
問
題
の
存
す
る

『真
言
宗
私
見
聞
』
は
そ
の
約

半

分
が

同
、
等

々
で
あ
る
。

日
本
真
言
宗
事
ー

定
遺
三
巻
図
録
所
収
の

『
日
本
真
言
宗
事
』

の
係
年
は
文
応
元
年
、

正
に
抄
録
で
日
蓮
の
語
は
な
い
。
そ
の
内
容
は
、
ま
ず
空
海
以
来
の
東

ノ

ノ

密
列
祖

の
系
譜
を
図
し
、
次
に

『
仏
法
伝
来
記
』
・
『
孔
雀
経
音
義
序
』

・
『弘
法
大
師
伝
』
を
引
い
て
、
空
海

の
即
身
成
仏

・
高
野
入
定

の
由

来
を
示
し
、
さ
ら
に

『
秘
蔵
宝
鍮
』
を
引
き
、

諦
人
諦
法
は
堕
地
獄
と

す
る
空
海

の
言
を
明
か
す
も
の
で
、
空
海
讃
仰

の
た
め
で
は
な
く
、
空

海

の
読
惑
を
示
す
に
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の

『
日
本
真
言
宗
事
』
は
金
綱
集
別
巻

〈東
寺
天
台
所

立
経
文
釈
要
文
〉
と
共
通
の
文
が
六
点
あ
る
。

逐

三
の
対
照
は
紙
幅

の

都
合
で
出
来
ぬ
が
、
大
雑
把
に
図
示
す
る
と
表
(1
)
の
よ
う
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
『
日
本
真
言
宗
事
』
が
引
く
十
点

の
引
用
経
論
釈

中

六

点
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
唯
こ
の

一
事
を
以
て
云
云
す

る
に
は
柳
か
紐
幌
た
る
も
の
が
あ
る
が
、
誤
解
を
恐
れ
ず

三
歩
踏
み
込

ん
で
い
え
ば
、
か
か
る
金
綱
集
別
巻
の

三
連

の
文
が
、
『
日
本
真

言

宗

事
』
の
原
型
と
な

っ
た
と
見
ら
れ
な
く
も
な
い
。
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
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表
(1
)

『
日
本
真
言
宗
事
』

ニ

ス

ン
ト

ヲ

仏
法
伝
来
記
静
蜷
作
弘
法
大
師
帰
朝
之
後
欲
レ立
二真
言
宗
殉
諸

宗

群
ニ

シ
テ

ニ

フ

ノ

ヲ

ン
テ

ノ

ヲ

フ

ニ

ニ

集

朝
庭
-疑
ご
即
身
成
仏
義
殉
大
師
結
ご
智
拳
印
一向
二南
方
幻
面
門
俄

ケ
テ

リ

ノ

ト

す
な
は
ち

ス

ニ

ノ

開

成
ご金
色
砒
盧
遮
那
三即
便
還
二帰
本
体
幻
入
我
我
入
争
即
身
頓
証

タ
リ

ノ

ノ

リ

之
疑

此
日
釈
然
。
真
言
喩
伽
宗

秘
密
曼
茶
羅
道

従
二是
時
一而

ス

建
立
文
。

(定
遺
二
二
九
七
頁
)

ノ

ノ

ニ

ノ

シ

ニ

テ

シ

ヲ

シ

ス

孔
雀
経
音
義
序
此
時
諸
宗
学
徒
帰
二大
師
一始
信
ご真
言
-請
益
習
学
。

ノ

ノ

ノ

ノ

ト

三
論
道
昌
・法
相
源
仁
・華
厳
道
雄
・天
台
円
澄
等
皆
其
類
也
孔
雀
経
音
義

真
済
記
也
。

(定
遺
二
二
九
七

二
二
九
八
頁
)

ノ

ニ

ク

金
剛
頂
経
疏
云
慈
覚
釈

(略
)

(定
遺
二
二
九
八
頁
)

ノ

ニ

ク

教
時

義

四

云
安
然
釈
。
破
ぎ

弘
法
一文
璽

…
…
:

(略
)

(
定
遺

ご
二
九

八
頁
)

ノ

ニ

ク

秘
蔵
寳
鍮
中
云

(略
)

(定
遺
二
二
九
八
頁
)

ノ

ニ

ク

不
空
三
蔵
要
決
云

(略
)

(定
遺
二
二
九
九
頁
)

(注
)

『日
本
真
言
宗
事
』
と

『金
綱
集
』
と
は
六
点
の
引
用
経
論
釈
が
同
。

ノ

ノ

特
に

『仏
法
伝
来
記
』
と

『孔
雀
経
音
義
序
』
の
二
書
が

注

目

さ

れ

る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
二
書
は
不
現
存
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
文
が

「孔

ノ

エ

ク

雀
経
音
義
云
」
と
銘
打

っ
て

『
報
恩
抄
』
(定
遺
三
二
三
二
頁
)
に
引

か

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
と
す
る
と
、

一
二
の
吟
味
は
控
え
る
が
、

こ

れ
ら
に
は
何
ら
か
の
脈
絡
が
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
宗
門

上
代
に
は
、
こ
の
種

の
書
物
が
存
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

金
綱
集

(
宗
全

三
四
巻
)

ン
ト

ヲ

仏
法
伝
来
記
云
一巻
信
救
作

真
言
宗
宗
論
事
弘
法
大
師
帰
朝
之
後
欲
レ立
二真
言
宗
↓
諸

ス

ニ

フ

ヲ

テ

ヲ

宗
群
二集
朝
庭
- 
、
疑
ご
即
身
成
仏
之
義
↓
大
師
結
一智
拳
印

-向
二南

ニ

ニ

テ

ル

ノ

ニ

ノ

方
↓
面
門
俄
開
成
二金
色
毘
盧
遮
那
、
即
便
還
帰
本
体
↓
入
我
我
入
事
、

タ
リ

リ

即
身
頓
証
之
疑
、
此
日
釈
然
、
真
言
鍮
伽
宗
秘
密
曼
茶

羅
道
、
従
ニ

ノ

ス

彼
時
一而
建
立
 
、

(五
二
四
頁
)

ノ

ノ

シ

ュ

テ

ス

ヲ

ス

ノ

孔
雀
経

音
義
序
此
時
諸
宗
学
徒
帰
二大
師
↓
始
信
二真
言

-請
益
習
学
、
三
論
道
昌
、

ノ

ノ

ノ

ノ

法
相
源
仁
、
華
厳
道
雄
、
天
台
円
澄
等
皆
其
類
也
、
孔
雀
経
音
義

真
済
記
也
(五
二
四
頁
)

金
剛
頂
経
疏
云
七
巻
書

慈
覚
作

(略
)

(五
二
三
頁
)

教
時
義
第
四
云
四
巻
書

安
然
釈

(略
)
…
…
…

(五
三
七

五
三
八
頁
)

秘
蔵
寳
鍮
中
云
弘
法
大
師
作

三
巻

…

(略
)

(五
三
九
頁
)

真
言
義
決
云
不
空
隔

(略
)

(五
二
三
頁
)

1
 
真
言
宗
私
見
聞
-

定
遺
続
篇
所
収
の

『真
言
宗
私
見
聞
』
は
文
永
九
年
に
係
け
ら
れ
、

佐
渡
で
の
著
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
日
蓮
の
撰
で
は
な
い
。
そ
の
構
成

は
、
一
教
主
同
異
事
、
二
諸
仏
道
同
事
、
三
真
言
説
処
事
、
四

三
仏
他

仏
事
、
五
教
主
勝
劣
事
、
六
顕
密
勝
劣
事
、
七
祈
祷
事
、
八
即
身
成
仏

事
、
九
方
等
部
事
、

三
〇
真
言
亡
国
事
、

三
三
諦
法
事
、

三
二
背
自
宗

金
綱
集
の
検
討

(中

條
)
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金
綱
集
の
検
討

(中

條
)

経
師
事
、

三
三
貴
人
背
法
事
、

三
四
理
同
事
勝
事
、

三
五
弘
法
事
、

の

十
五
条
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

『
日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
』
(五
八

五
頁
)
に

よ

れ
ば
、
「
四

・
六

・
八

・
九

・
三
一
・
一
四
の
六
条
は
日

向

『
金
綱
集
』
巻
六
と
ほ
と
ん
ど
同
文
で
あ
る
」
と
の
記
述
で
あ
る
。

よ

っ
て
、
定
遺
は
金
綱
集
と
の
同
異
を
そ
の
脚
注
に
示
し
て
い
る
。
勿

論
文
中

の
金
綱
集
と
は
本
巻
の
金
綱
集
を
指
す
。
と
こ
ろ
が
、
金
綱
集

の
文
章
上
の
問
題
と
し
て
委
細
に
検
討
を
加
え

る
と
、

二
点

(疑
文
略

抄
の
二
十
七
字
・
円
珍
の
些
々
疑
文
の
こ
と
)
例
外
が
あ
る
も
の
の
、
ど
う

や
ら
こ
の
場
合
の
金
綱
集
と
は
本
巻
で
は
な
く
、
別
巻

の
金
綱
集
を
指

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
な
ぜ

な
ら
そ
の
典
型
例
の
一

斑
と
し
て
、
表
(
H
)
の
ご
と
く

「九
方
等
部
事
」
を
以
て
示
す
も
の
と

す
る
。

表
(
I
I
)『真
言
宗
私
見
聞
』

(定
遺
二
〇
八
五

二
〇
八
六
頁
)
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(注
)
 
(
1
)
-
部
分
が
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
、
…
…
継
続
の
意
が
示
さ
れ
よ
う
。

(2)

『遺
文
辞
典
』
指
摘
の
六
条
も
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
金
綱
集
本
巻

の
欠
落
の
文
は
別
巻
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
、

そ
の
満
た
さ
れ
た
文
は

『真
言
宗
私
見
聞
』
と
同
、
と
い
う
図
式
が
成

り
立
つ
。
つ
ま
り

『真
言
宗
私
見
聞
』
は
、
否

『真
言
宗
私
見
聞
』
の

作
者
は
、
金
綱
集
別
巻
を
念
頭
に
置
い
た
で
あ
ろ
う
筆
致
で
あ
る
。
極

め
て
興
味
深
い
。
し
か
も
、
「
三
五
弘
法
事
」
は
別
巻

〈弘
法
大
師
事
〉

と
全
同

で
あ
る
。
と
す
る
と
、
前
述

の

『
日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
』
の
記

事
を
よ
り
正
確
に
表
記
す
る
と
す
る
な
ら
ぽ
、

「『
真
言
宗
私
見
聞
』
は

十
五
条
か
ら
成
る
が
、
四

・
六

・
八

・
九

・
三
三
・
三
四

・
三
五
の
七

条
は
、
金
綱
集
別
巻
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
」
と
す
る
の
が
適
当
と
な
ろ

う
〇

三

む

す

び

如
上
の
検
討
を
踏
ま
え
、
興
味
あ
る
数
項
を
列
挙
し
て
む
す
び
と
す

る
。(
1
)
日
蓮
の
浬
藥
経
の
依
法
不
依
人
の
遺
誠
に
よ
り
、
論
師
人
師

の
説
よ
り
も
経
文
証
拠
を
貴
ぶ
と
い
う
宗
風
は
、
脈

々
と
金
綱
集
に
も

引
き
継
が
れ
て
い
る
。

(
2
)
金
綱
集
は

『本
覚
讃
』
を
引
い
て
心
性
蓮
華
説
を
紹
介
し
て

い
る
。
案

の
定
、

日
蓮
は
既
に
こ
れ
ら
の
法
門
を
知
悉
さ

れ

て

お

ら

れ
、
身
延
山
に
お
い
て
も
弟
子
達
に
か
か
る
講
義
を
な
さ
れ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

(
3
)
金
綱
集

「真
言
宗
私
見
聞
」
(本
・
別
両
巻
)
と

『
日
本
真
言

宗
事
』
・
『真
言
宗
私
見
聞
』
と
の
対
照
を
試
み
る
に
お
い
て
痛
感
す
る

こ
と
は
、
金
綱
集
別
巻
の
位
置
と
で
も
い
う
ぺ
き
も
の
を
改
め
て
問
い

直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

な
お
1
紙
幅
の
都
合
で
注
は
省
略
す
る
。

2

『昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
は
定
遺
、

『
日
蓮
宗
々
学
全
書
』
は

宗
全
、
と
そ
れ
ぞ
れ
略
称
し
た
。

3
 原
本
未
見
で
あ
る
。
拙
稿
は
宗
全
本
に
よ

っ
た
。

4
 平
成
元
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金

三
般
研
究
C

「
金
綱
集
の

研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

金
綱
集
、
日
本
真
言
宗
事
、
真
言
宗
私
見
聞

(身
延
山
短
期
大
学
教
授
)

金
綱
集
の
検
討

(中

條
)
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